
 
事業者との質問・回答会議開催報告 
 

2020年 1月事業評価監視委員会が突然に

開催され供用時期の 5 年繰り延べと事業費

1,100 億円増額、事業継続が了承（2020 年

環境調査照査報告を含む）されたことに鑑

み、2 月に質問書を提出した。その回答会

議は新型コロナにより延伸し 7月 15日に開

催された。（多量の質問・回答がなされたが、

紙面の都合上一部を記す） 

①環境照査報告の公田換気所の大幅な排ガ

量変更に伴う影響確認として排ガス量の明

示を求めたが「それを聞いて何に使うのか」

との頓珍漢な回答であった。改めて開示を

要求していく。 

②釜利谷開口部からの庄戸地区への影響に

ついて照査結果と併せ説明する約束を反故。

計算済みとのことから地元に説明させる 

③桂台トンネル上り線の非常駐車帯位置を

下り線位置と同じ送電線下への移動は、ト

ンネル中央により近いことを理由に出来な

いとの回答。発端の強制収用事業説明時点

の中央位置での計画、そこでの用地取得交

渉、それが頓挫しての移動経緯からは計画

～実施でのミスを犯した事業者組織のメン

ツのための固執に過ぎないことを指摘、今

回の事業評価監視委員会の「十分な地元の

理解を求めること」の付帯意見を遵守して

おらず容認できないと強く移動を求めた。 

④上郷公田線湘南桂台地区の掘割化に関し

市道路局の新任吏員は強い口調で「出来ま

せん！自治会に説明していく」と回答。当

初計画の幹線道路との位置づけをいつの間

にか生活道路の位置づけを加えて生活道路

としての利便性から掘割化は出来ないと強

弁して拒否している。生活道路であるが故

に掘割化は必須条件であり引き続き要請し

ていく。  （事務局長 長谷川誠二） 

 

 

富士田 栄新区長との面談 
 

7月 9日(木)、栄区役所３F会議室にて富

士田学栄区長、他職員 4名と連協関係の区

民 6 名が約 30 分間面談した。富士田氏は、

林市長の元秘書で、今年度栄区長に就任さ

れた。住民は、桂台、湘南台桂台、庄戸の

方々で、横環南線の工事に関わる住民側の

要望や懸念を伝えた。 

栄区南部は“水と緑”が売り物の自然豊

かな住宅地である事は、区側も同様の認識

を示した。公田換気所からの排ガス処理（特

に脱硝装置）について異口同音に設置の要

望を伝えた。脱硝装置については連協など

の活動により横浜市も設置する様、NEXCO

に要求している。庄戸、桂台など沿線の地

盤沈下についての問題点も指摘した。更に、

上郷公田線の道路計画について具体的に要

望を伝えた。笠間地区のいたち川と横環南

線のトンネルとの交差部での近隣への影響

への懸念を訴えた。釜利谷開口部蓋かけも

強く要請をした。 

新区長には、栄区の自然豊かで静かな落

ち着いた生活環境を守って欲しいものであ

る。     (庄戸３丁目 田中克己) 

 

【対外活動報告】 
06/30 横浜環状 2号線新横浜付近陥没事故 

調査確認（会長） 

07/06 国交省面談（情報公開請求に係る 

不祥事対応、会長同伴） 

07/09 新栄区長との懇談（会長他 6名） 

07/10 公害総行動における国交省要請文書 

の再提出） 

07/21 公共事業改革市民会議オンライン 

会議（会長） 

07/26 道路全国連幹事会オンライン会議 

（会長） 

07/31笠間公田トンネル/下水道幹線との離隔問

題の事業者からの説明 （会長他） 
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連協道路ニュース 367号（令和 2年 4月

号）での報告の続きです。連協（故永田さ

ん）が行った情報開示請求に係る審査請求

において、「審査会の答申から決裁書の送付

まで最大 4 年（1544 日）程度要した事案」

（国交省の表現のまま）で永田さんがお亡

くなりになった後にご家族に送付してきた

件です。 

4月号に触れたように国交省の担当課で

ある国道技術課より前回訪問時に要求した

謝罪文が道路局長の了解が得られたので文

書を提示するとの申し出あり、永田さんの

娘さんの橋本さんと 7月 10日に伺いました。 

「今後の情報公開請求に係る審査請求への

対応」との表題の A4の文書が示されました。

当方の度重なる厳重注意の案件であるとの

認識が示されておらず「・・情報公開法の

運用管理・・進捗管理を徹底しました」と

の報告であり、又「・・本事案を道路局内

で共有する」のみで当方の要求である国交

省内、ひいては全省庁への報告ではなく、

ましてや責任担当者名、道路局長印や文書

番号がないメモ程度の類であり受け取れな

いと拒否しました。 

謝罪の姿勢は見せるもののきちんとした

文書を残さず課題を放置してしまう行政の

悪しき文化の一つと言えるものであり、国

会を通して追及し続ける所存です。 

(会長 比留間) 

 

 

道路全国連幹事会の報告 
 

 例年 7月末は幹事会が名古屋の保険医士

協会の会場で開催されています。一年間の

活動状況を確認し次の計画を確認すること

を目的としています。今年はご承知のよう

にコロナ危機の中、急遽集合は中止しオン

ライン会議とし、7月 26日に全国の仲間 11

人が自宅でパソコン画面を通して話し合い

ました。 

 今年の秋に道路全国連 45周年を記念し

て一般書店でも販売できることを目的に 45

周年誌を発行します。今までのような各団

体報告を中心とした報告書のまとめではな

く道路運動の集大成として企画しており、

専門家や学者による道路問題の現状分析や

提言を前面に一般の方々に分かりやすい編

集を志し、出版社もそれを得意とするとこ

ろを起用しました。秋の恒例の全国集会時

に出版の予定ですのでご期待ください。 

 しかしこのコロナ危機の中、交流集会（東

京）は止むを得ず中止とし来年に持ち越す

ことと致します。但し各地の活動はコロナ

にも負けず続行しており、その報告書は例

年通り発行することとしました。 

（比留間） 

 

 

公共事業改革市民会議の報告 
 

 7月 24日に 13人がウエブオンライン会

議を実施した。コロナ感染災禍に対して、

公共事業改革市民会議は何を発信するのか、

今後の本会の進め方について話し合った。

数多くの公共事業でこの災禍の中、色々な

重大問題が噴出している。そこで問題点を

一点に集中して国会を通して提起すること

とし「リニア新幹線は不要であることが明

白になった」ことを広く伝え、中止を訴え

ることとした。「公共チェック議員の会」事

務局長・大河原雅子衆議院議員と相談しそ

の方向を探ることとした。 

（比留間） 

 

 

事業者が南線「釜利谷 JCT～戸塚

IC(仮称)」間の行政代執行請求 
 

 南線用地の一部は任意解決が図れなかっ

たため、平成 26年 3月から土地収用法に基

づく手続きを進め、平成 30年 2月 22日に

県収用委員会で収用裁決がなされた。 

 しかし平成 30年 10月 22日の明渡し期限

を過ぎても引き渡されない用地が残されて

おり、そのため事業者は令和 2年 6月 25日、

土地収用法第 102条の 2第 2項に基づく行

政代執行請求を神奈川県知事へ行った。 

    (事業者 HPより引用) 


